
2021 年 7 月 21 日 

（2021 年 7 月 30 日訂正） 

2022 北京パラリンピック競技大会 推薦内定選手の決定（第 1次）について 

 

特定非営利活動法人日本障害者スキー連盟 

会長 椎名 茂 

 

特定非営利活動法人日本障害者スキー連盟（会長 椎名 茂）は、「北京パラリンピック競

技大会選手推薦基本方針および推薦基準」（以下、推薦基本方針および基準）に基づき、2021

年 7 月 17 日に開催した常任理事会において、2022 北京パラリンピック競技大会推薦内定選

手（第１次）を以下のとおり決定し、日本パラリンピック委員会(JPC) に推薦することにい

たしました。 

  

推薦内定選手は、2021/2022 シーズンに、国際パラリンピック委員会（IPC）が規定する

「2022 北京パラリンピック大会出場資格規定」の出場資格を満たす必要があります。 

また、選考要素を満たさない怖れが発生した場合（例．競技力に影響を及ぼす怪我や故障、

アンチ・ドーピング違反、インテグリティやコンプライアンス違反など）、常任理事会にて

推薦の取り消しを決定する場合があります。 

 

今後、「推薦基本方針および基準」に基づき、推薦内定選手の追加（第２次:12 月、第３

次：1月）を予定しています。日本代表選手団の決定は、当連盟からの推薦に基づき、日本

パラリンピック委員会（JPC）にて行われます。 

 

本件に関して推薦内定選手および強化スタッフへの直接の問い合わせ、取材申し込みはご

遠慮いただき、当連盟の問い合わせフォームにてお問合せ、ご依頼いただきますようお願い

申し上げます。 

（お問い合わせ）特定非営利活動法人日本障害者スキー連盟 

内容に関する問い合わせ https://jps-ski.com/contact 

取材申請 https://jps-ski.com/interview 

広報担当理事 隅野 礼雄(090-1548-9671) 

【参考】 

・特定非営利活動法人日本障害者スキー連盟  

北京パラリンピック競技大会選手推薦基本方針および推薦基準    

 https://jps-ski.com/wp-content/uploads/2021/07/601191e7a38bc7b6666c0a1f2fb0186f.pdf 

・IPC 2022 北京パラリンピック冬季大会出場資格規定 2021 年 2月   

https://www.paralympic.org/sites/default/files/2021-02/2021_02_03_QC_Beijing2022_v1.5.pdf 

・JPC「北京 2022 パラリンピック冬季競技大会 日本代表選手団編成方針及び選手選考基準」 

https://www.jsad.or.jp/paralympic/news/%E5%8C%97%E4%BA%AC%E3%80%90%E7%B7%A8%E6%88%90%E6%96%B9%E9%87%9D%

E5%8F%8A%E3%81%B3%E4%BB%A3%E8%A1%A8%E9%81%B8%E6%89%8B%E9%81%B8%E8%80%83%E5%9F%BA%E6%BA%96%E3%80%91.pdf 



◆推薦内定選手のコメント 

【アルペンスキー】 

●村岡 桃佳 

 出場推薦内定を頂けたこと、心より嬉しく思っております。夏季・冬季双方の大会に出場すると

いう目標に向け、また一歩前進出来たのは日頃応援してくださる方々のおかげです。今後も 1 人

のアスリートとして今出来ることに全力を注いでいきますので、引き続きどうぞよろしくお願い

致します。 

 

●田中 佳子 

 北京パラリンピック推薦内定をいただき身の引き締まる思いです。 

昨シーズンはコロナ禍において海外渡航が難しい中、国内レース開催など多くの方々に支えられ

成り立っていることを改めて実感しました。北京ではそうした感謝の気持ちを忘れずに自分の持

てる力を出せるようさらなる成長を目指し努めて参ります。 

 

●森井 大輝 

 北京パラリンピックへの推薦内定をいただきとても光栄に感じています。6度目のパラリンピッ

ク、全てのレースを全力で挑み、今までサポートしていただいた方へ結果で恩返しをしたいと思

います。その為にも本番まで努力を積み重ねてまいります。これからも暖かい応援よろしくお願

いいたします。 

 

●鈴木 猛史 

 この度、北京パラリンピック、アルペンスキー代表選手として推薦内定をいただき、大変光栄に

存じます。応援してくださる皆々様のおかげだと感謝の気持ちが溢れております。再び金メダル

を皆様にお見せできるよう全力で臨みます。 

 

●狩野 亮 

 選手生活において、これまでの普通が当たり前では無くなり、初めて迎えるパラリンピックだ

と感じています。どのようなレース展開となるか全く分かりませんが、やるべきことをしっかり

と進め、これまでの経験値を活かし、少しでも成長した姿をお見せできる様、邁進していきたいと

思います。 

 

●三澤 拓 

 この時期に推薦内定をいただき嬉しく思います。先の見通しがつかない状況ではありますが、

今までと変わらず日々のトレーニングを継続していくことが大事だと思っています。 

引き続き応援のほど、よろしくお願いいたします。 

 

●髙橋 幸平 

 北京パラ第 1 次選考で、推薦内定をいただき本当にありがとうございます。それと同時に、嬉

しさがこみあげてきました。コロナウイルスという未知のウイルスがはやり始めてから、1年以上



が経ち、今ある環境で、私はできることをやり、日々考えながら、トレーニングに励んでまいりま

した。この成長を皆さんへ届けられるようこれからも精進していきたいと思います。 

 

●東海 将彦 

 チームスポンサー、所属先企業、マテリアルサポートメーカー、コーチ・スタッフ、日本障害者

スキー連盟に関わる全ての皆様、このようなコロナ禍におかれましてご尽力いただき誠にありが

とうございます。まだまだ予断を許さない状況ではありますが、まずは夢舞台の北京パラリンピ

ックでベストパフォーマンスが発揮できるようしっかり準備を進めていきたいと思います！ 

 

【ノルディックスキー】 

●出来島 桃子 

 昨シーズンは、コロナ禍で大会が次々と中止になる中で、大会を開催していただいたことに対

して、改めてありがたいことだったと感じます。大会では、まだまだ力不足を感じたため、その反

省を活かして、しっかりと練習に取り組み、北京大会に向かいたいと思います。 

 

●川除 大輝 

 一次選考の結果を受けて、北京パラリンピックの推薦内定選手の一員となったことを嬉しく思

います。前回の平昌パラリンピックよりも良い結果を出し、日本チームに貢献できるようこれか

らのトレーニングにより一層励んでいきます。皆さん応援よろしくお願いします。 

 

●新田 佳浩 

 一次選考で選出されたことは、大変光栄です。ただ、代表になることがゴールではなく、北京の

舞台で表彰台に立つということを目標としているので、これからも日々のトレーニングを充実さ

せ目標達成に向けて準備を進めていきます。 

 

【スノーボード】 

●小栗 大地 

北京パラリンピックの推薦内定選手に選んでいただき光栄です。まずは一つ目標をクリアでき

嬉しく思います。まだまだ課題は沢山ありますが、北京パラリンピックで最高の結果を出せるよ

うに全力を尽くしていきたいと思います。 

 

●岡本 圭司 

 プロスノ―ボーダーとしての活動中に障害を負い、それから 6 年間ずっと言葉に出来ない悩み

と戦い続けてきました。“この体だから表現できる事、今の自分だから成せる事”が、もがく中で

少しずつ見えて来て、その先に進む為にも北京で最高の滑りをしたいと思っています。ここまで

導いてくれた家族、仲間、チームに感謝です。 


